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ノダロウのスコープをめぐって 

金 乾雄 

1. はじめに 
 ノダロウは、その形から推量を表すダロウにノが前接した表現であると考えられる。同様な

構成を持つものとして、ノダ、ノデハナイ、ノカなど様々な表現があるが、ノダの先行研究で

は特にスコープの問題と意味の問題という大きくは 2つの観点から詳しい研究がなされている。
一方、ノダロウはダロウとの比較を通して見られる用法の問題が指摘されているが、スコープ

の問題に対しては詳しい検討がされていない。それは、スコープの特徴についてダロウとノダ

ロウの間で有意義な差が得られない、もしくは、ノダにおいて見られるスコープの特徴をその

まま受け継いでいると考えられているためだと思われる。 
ノダロウをダロウと比較した際に見られる意味的特徴としては、主に①ノダロウは現実に現

れている情報に影響を受けて(事態を受けて)推量する(中畠 1997、幸松 2016)ことや ②原因・理
由・事情などを推量する(森田 1989、幸松 2016)ことが指摘されている。しかし、このような指
摘はダロウとノダロウの使用の差異を観察した結果であり、ダロウにノが付加されたことで、

なぜ①や②の意味が派生したかというメカニズムまでは理解することはできない。  
 本稿ではダロウにノが前接することで派生する意味機能を探るためには、スコープの問題が

重要であると考え、ノダの先行研究を踏まえながら、ノダロウのスコープについて考察する。 
 
2. 先行研究 
日本語の否定辞ナイはその作用が及ぶ範囲(＝スコープ)が極めて狭いが、ノデハナイによっ
てスコープが広げられ、前接する要素以外に否定の焦点が当てられるようになると指摘されて

いる(久野 1983、野田 1997)。 
「日本語の否定辞「ナイ」と疑問助詞「カ」のスコープは極めて狭く、通常、その直前の動詞、

形容詞、「Xダ/デス」に限られる。このスコープ制限の例外は、「マルチプル・チョイス式」
焦点と、疑問詞である。」(久野 1983:140) 

(1) a. *パリでこの時計を買わなかった。 
b. パリでこの時計を買ったのではない。 

 久野(1983)によると、(1a)では「この時計」が否定辞ナイのスコープに入らないため、不自
然であり、(1b)のようにノデハナイにすれば、否定辞ナイのスコープが「パリでこの時計を(買
う)」まで拡張するため、自然になるという。 
 一方、 益岡(1991)は久野(1983)の否定辞のスコープについて反論し、スコープという概念を
採用せず、非ノダ文とノダ文は表現様式が違うと述べている。同氏は非ノダ文を「存在判断

型」、ノダ文を「叙述判断型」と位置付けている。 
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